





1997 年 11 月，教育課程審議会は，この間の生活科教育における実践上の課題













































ると考えたのである 9）。  
 
２ 生活科授業実践｢手のはなし｣の概要 
本単元の目標は ,次のように設定されている 10)。  















表１  指導計画 
【たくさん使っている手】 (5 時間 )     （  ）内は時間数  備考  
①手を使わないで作業す












かく       (1) 
 カード  
④みんなで手の話をつく
る        (2) 
  
【いろいろな仕事ができる手】 (4 時間 )  
①手でいろいろなことを




















【手と道具】 (5 時間 )  
①手と道具と両方で同じ
仕事をする    (1) 
②いろいろな道具をさが












【動物とくらべる】 (4 時間 )  
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注 
１）文部省『小学校学習指導要領解説 生活編』日本文教出版株式会社 平成 11 年 5
月 31 日 p.２ 
こうした問題は，生活科の発足当初から指摘されていた。例えば,次のものがある。 
① 水越敏行｢生活科の展開と教師の役割｣『悠』ぎょうせい 1991 年 10 月号 p.22 
② 白神澄二「制作活動における教師のかかわり方の重要性」『生活科授業研究』明治図書 
1993 年 9 月号 Ｎo.29 pp.10～11 
③ 有田和正｢『何を』『どこで』指導すべきか考えているのか？｣『生活科授業研究』 
明治図書 1993 年 9 月号 Ｎo.29 pp.16～17 
④ 有馬毅一郎｢生活科と社会科のちがいは何か－社会認識育成の初期教育－｣社会認識教
育学会『社会科教育学ハンドブック 新しい視座への基礎知識』明治図書 1994 年 3 月 
pp.307～316 
２）同上 p.３  
３）朝倉淳・伊藤公一「生活科における『知的な気付き』に関する基礎的研究－
問題整理と授業改善の方向性－」 日本生活科・総合的学習教育学会『せいか















６）本授業実践は，1992 年２月 18 日埼玉県川口市立領家小学校２年１組で行わ
れたものである。  
  「手のはなし」は，「人間の歴史の授業を創る会」（前：社会科の授業を創る  




は，『授業を創る』第２巻７号（授業を創る社，1985 年，pp.102～103）に詳  
しい。また，「手のはなし」は，久津見氏により絵本としてまとめられている。 
くつみのぶこ『手のはなし』授業を創る社 1990 年  
７）先行研究としては，次のものがある。  
① 坂井誠亮「知的な認識形成をめざす生活科の授業設計－『知的な気付き』を  
深める学習過程と指導に生かす評価－」社会系教科教育学会『社会系教科教




② 上原裕子「ウェビングによる子どもの気付きの深まりへの支援－長期にかか  
わる町のたんけん活動を通して－」日本生活科・総合的学習教育学会『せい




③ 藤井千春「心が動いたときの気持ちを共感して受け留めること－心が動き , 
気持ちを語れる子どもを育てる支援－」日本生活科教育学会『せいかつか』  







 清水書院 1991 年 pp.31 ～32 
② 土井捷三「生活科授業の分析と考察」水越敏行・吉本均編著『生活科と低学
年カリキュラム』ぎょうせい 1993 年 pp.67 ～79 
③ 前掲３）p.88 





 きく あるく生活科』日本書籍 1992 年 P.223 
14）例えば，次のように説明されている。 
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「われわれの身の周りにある機械や器具は、人間の器官の働きを外の世界に置き換
え、さらにその働きを拡大したり延長したものといえる」 
秋庭隆『日本大百科全書 16』小学館 1987 年 7 月 1 日 pp.646～648 
15）大槻和夫「生活科と国語科との合科的な指導研究の要点」『教課審「中間まとめ」
と生活科＆総合的学習実践研究の要点』『生活科と共に総合的学習を創る』4 月号臨
































表２  授業分析表 









































































































































































































































































手 で 水 を
すくって，






























































































道 具 で 水
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Abstract 
Structure of a class of the subject "Social Life and Living 
Environment" based on comparison  
  -through consideration of the practice of "Story of Hand"    
in the second grade- 
Yoshiharu Minegishi 
This study aimed to clarify the structure of a class on "Story of Hand", which is a class 
of the subject “Social Life and Living Environment” for second graders, by analyzing 
the teaching plan and the class record.  
As a result of the analysis, it became clear that the actual activity was based on the use 
of comparison, that is one of the methods how human beings recognize an object. In 
addition, it became clear that language was used as "a tool" to express what a child 
noticed, and it was inflected in "generalization" of what they noticed.  
When we elaborate, the plan of the class for “Social Life and Living Environment” 
encouraging "Intellectual awareness" types of experience, and practical use of 
descriptive activity used in "Story of Hand" will be effective. 
 
